
 

 

 

 

基 本 方 針 
 本校は、児童生徒一人一人が将来に渡って、明るく、正しく、心豊かに自分らしく歩むために必要な知識や力を育む

ことができるよう、互いの学びあいに主眼を置いた主体的・対話的で深い学びによる授業改善及び教育活動の質の向上

を図っていくためのカリキュラム・マネジメントに取り組みます。 

 それにより、それぞれが自分の良さや可能性を生かすとともに、友達や教師、地域の様々な人々と協働し、社会的変

化に対応しながら、困難を乗り越え心豊かな人生を切り開いていくことができる“しなやかなたくましさ”を持った児

童生徒の育成を目指します。 

令和元年度 教育課程重点目標 

自立活動との関連を保ち、各教科の授業を評価・改善しながら実践する。 

学びの充実を図る 

☆授業の充実・改善と専門性の向上 

 

生活の充実を図る 

★安心して学べる環境づくり 

 

支援の充実を図る 

〇地域で共に学び共に生きる教育の推進 

・一人一人の学習習得状況及び発達段階等を明らかにし、自

ら考え、判断できる力の育成を図る授業の充実に努めま

す。（主体的・対話的で深い学びの視点を取り入れた 

授業の改善） 

・「特別の教科道徳」の時間を要として、教育活動全体をとお

して道徳教育の指導の充実に努めます。  （道徳教育） 

・自立活動の視点を踏まえた各教科の指導目標、単元構成の

在り方について全教職員で研究を行います。  

（主題研究） 

・一人一人の健康の保持・増進を図ることができる給食指導

を行い、「食べる力」を育てます。       （食育） 

・児童生徒の学習上、生活上の困難を改善するために効果的

なＡＴ（支援）機器の活用を図ります。（ＡＴ機器活用） 

・児童生徒が居住する地域の情報収集と提供、相談に努め、

自己実現が果たせる進路指導の充実を図ります。 

（進路指導の充実） 

・災害への備えを進め、一人一人が確実に危険を回避すること

ができる避難訓練の実施に努めるとともに、学校における緊

急体制のさらなる整備を目指します。（安全教育、防災教育） 

 

・児童生徒の言動等のわずかな変化を見逃さず、早期相談、

早期対応に取り組み、いじめの未然防止に努めます。  

          （学校いじめ防止基本方針） 

・保護者及び看護師、教員が十分に連携し合いながら、児童

生徒が学習活動に集中できる適切な医療的ケアの実施に努

めます。               （医療的ケア） 

・本校の児童生徒一人一人の合理的配慮の妥当性について検

討し、共通理解を図るとともに、個別の教育支援計画に位

置づけ、授業に反映させます。     （合理的配慮） 

・児童生徒の人権を尊重した指導及び支援を行うとともに、

事故（不祥事）を未然に防ぐために教職員同士の連携を密

に図りながら、職場内のセーフティネット機能を高めま

す。                 （不祥事根絶） 

・本校に在籍する児童生徒一人一人の教育的ニーズを精査

し、各学部間のつながりを考慮した支援を目指します。 

            （在籍児童生徒への支援） 

・特別な支援を必要とする幼児児童生徒の教育的ニーズに

応じて、地域支援センターが中心となり、必要に応じた

支援を実施しながら「切れ目のない支援」の充実に努め

ます。  

   （特別な支援を要する幼児児童生徒への支援） 

・各学部における交流及び共同学習のねらいを明確にした

取組を実施するとともに、本人や保護者のニーズに対応で

きる交流体制の整備を進めます。 

（交流及び共同学習） 

・外部講師や学習支援ボランティア等、地域の教育資源を

有効に活用しながら授業内容の充実を図るとともに、地

域連携担当教職員を任命し、より一層の連携、協働によ

る取組を目指します。 

（学校と地域の連携・協働） 

令和元年度 福島県立郡山支援学校 学校経営・運営ビジョン 


